
低盈換戒（0一乙う牡）の鹿骨発見り鹿醍央嗅／てフ小て   

‰牒上勝′J＼林∴賂－りし庵並居）も研バ】㌢（蠣工朗戸）  

烏孫 五申し沈痛直入学位温和音周東所）  

膠和∫碑／月通商形オ（川空ノ寸止）ご電解尾骨一が発注した軒：規格甘昇  

貨し■ト為牽サニプ1しも訝良し仁熊草，札束考えられていJこ膚親友面1こフ）く粗如九す3  

逼督義母し登なう席額蓬面加水解していたのと勺小かじろえられた，局′要塞色好貝Id  

原島か0れ殉麦むあき釆の′気象覆易いし嘗7ノダス）の気温lよ／■タ。乙～よ。こごある動  

和也員温Jユ／○こ以下そあ）たこ眉ん～れさ∂さら一こ，降壇片∫a水石ガタく乙も局壇顔）  

直射確りÅ押ノていて互発鵡撃碕われて氷結し♪が親しrこ卵と捜しあさっ  

この仁動ノ遺産，濃度乙如かく変え穴場合，遺留かこ、う茨化すきか鹿家東嶺とした．  

2．央晩方這  適度，違反動学斥正兎に設ぇちる・ダ蜃カヾ、あ岳たの氷人但適所の埼宜偲品′を  

も利何さセてぃたださ，ヤノ周りようアよ宋躯鼠色碩って東験乙した・為脅サニフリし  

は長さヰP叫の偲麻∧ぴR3うD㌦にフl（も含ま官た含もイ1けZ咋），局留内部凍和解  

面の温度モ烈風吋で適性した。n盈はら込一足ご孝吉ね止，気温，違反も奮えて尾雪の  

状態も廃屋し穴ク  

各史観論及のる坤濃尾豆粒し為偏り氷解の布吾LまL勿たものが矛ノネ  

そあさ。間に契軋りあさ結果にり）たのか安壌祐某〟0・ち〟叫，〟仇∫で、勿∂．常盤〟0・う  

そtJ，よノ分線戯ノは蟹ダ萩臥しパの竣Jよ呵底よう着蜃一こ亀か与＝れて休さ・東泉  

仙41よ，塩軋過度こも烏叫た句氷施しなく，この1穴監房」温度もP・50い二下げた東竣  

仰－∫古は勢萩敢が早くなっZ氷結か時きつ，ノ∫分線′て′J為′卑温度ヵ“サしヲ一っ上者L鳴  

町乙小き．〟ロ．5ノ〟ク・∫そ、あさ粥内縁温故馬／蜜内和風長か上肴に払じてい占のノー，劾翌  

々のフlく分かなくりって′雪の宕葦も発だけlてrJ孟穴割ころえら隼＿蔓∴＿ ⊥＿入．前一．．ニ．一。「．和正 さ穴割ころえられ∋．  

れ恵贈鍬（諌敷津㌍鱒轡  尚，この臭軌よ北大砥点前軒雪和光虜朱夏の 方z示御i旨尊のもとJて行乃われたL♂）ご鋸。  

き
2
 乱

尉
げ
ィ
1
 
 

lO ヱ○ き○ ヰ○ タ0 ム0 和 さ0  

朗舶 し分）  
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